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１
．は
じ
め
に

我
が
国
の
人
工
林
の
約
６
割
が
50
年
生
を
超

え
、
木
材
と
し
て
の
利
用
期
を
迎
え
る
中
、

「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」森
林
資

源
の
循
環
利
用
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
国
土
保

全
、
温
暖
化
防
止
、
山
村
の
活
性
化
な
ど
を
実
現

し
て
い
く
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

木
材
を「
使
う
」こ
と
に
関
し
て
は
、
住
宅
市
場

の
縮
小
が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
環
境
負
荷
の
少

な
い
資
源
と
し
て
の
木
材
へ
の
注
目
の
高
ま
り
な

ど
を
背
景
に
、
住
宅
以
外
の
建
築
物
を
木
造
・
木

質
化
す
る
取
組
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。　

２
．�J
A
Ｓ
制
度
と

　

  

林
産
物
J
A
Ｓ

Ｊ
Ａ
Ｓ
（
日
本
農
林
規
格
：Ｊａｐａｎｅｓｅ Ａｇｒ

ｉｃｕｌｔｕｒａｌ Ｓｔａｎｄａｒｄｓ

）
と
は
、「
日
本
農
林
規

格
等
に
関
す
る
法
律（
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
）」に
基
づ
き
、

農
林
水
産
大
臣
が
、
農
林
水
産
物
に
つ
い
て
、
品

質
や
生
産
工
程
等
の
基
準
と
そ
れ
ら
に
関
す
る
表

示
の
基
準
を
定
め
た
国
家
規
格
で
す
。

天
然
資
源
で
あ
る
農
林
水
産
物
は
、
品
質
の
ば

ら
つ
き
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
生
産
・
販
売
な
ど

の
合
理
化
、
取
引
の
円
滑
化
、

一
般
消
費
者
の
合
理
的
な
選
択

の
機
会
の
拡
大
に
資
す
る
た
め

に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

規
格
の
対
象
品
目
を
製
造
す
る
事
業
者
は
、
国

が
認
め
た「
登
録
認
証
機
関
」か
ら
事
前
に
認
証
を

受
け
た
上
で
、
自
ら
が
生
産
し
た
製
品
が
Ｊ
Ａ
Ｓ

の
規
格
を
満
た
す
こ
と
を
確
認
し（「
格
付
」）、
当

該
製
品
に「
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
」を
表
示
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

認
証
事
業
者
は
、
厳
し
い
品
質
管
理
基
準
を
満

た
し
た
工
程
に
よ
り
製
造
し
た
最
終
製
品
に
つ
い

て
格
付
検
査
を
行
っ
た
上
で
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
と
し

て
出
荷
し
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
行
う
登
録
認
証
機
関

は
、
工
場
に
お
け
る
製
造
工
程
や
最
終
製
品
が
Ｊ

Ａ
Ｓ
の
要
求
事
項
を
満
た
し
て
い
る
か
に
つ
い

て
、
厳
格
な
審
査
の
う
え
工
場
を
認
証
し
ま
す
。

認
証
を
与
え
た
後
も
、
毎
年
定
期
的
に
監
査
を
行

い
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
製
造
能
力
が
維
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

安全・安心な木造建築のために
～ＪＡＳ構造材の普及に向けて～

こ
こ
で
活
躍
す
る
の
が「
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
」で
す
。

構
造
上
の
強
度
が
特
に
必
要
と
な
る
中
高
層
建

築
物
等
で
は
、
強
度
等
の
品
質
・
性
能
が
明
ら
か

な「
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
」を
活
用
す
る
こ
と
で
、
必
要

な
耐
震
性
や
耐
久
性
を
有
す
る
安
全
・
安
心
な
木

造
建
築
物
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
特
集
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
特
性
や
現
状

な
ど
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の

供
給
拡
大
及
び
活
用
促
進
に
向
け
た
林
野
庁
の
取

組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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３
．�Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
は
安
全
・

安
心
な
木
造
建
築
の
カ
ギ

（
１
）Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
種
類

木
材
製
品
の
う
ち
、
主
に
建
築
物
の
骨
格
と
し

て
活
用
さ
れ
る
も
の
は「
構
造
材
」と
呼
ば
れ
ま
す
。

製
材
、
枠
組
工
法
構
造
用
製
材
（
２ツ

ー

×バ
イ

４フ
ォ
ー

材

等
）、
集
成
材
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）、
Ｌ
Ｖ

Ｌ（
単
板
積
層
材
）、
合
板
と
い
っ
た
、
木
材
製
品

ご
と
に
構
造
用
途
で
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

安全・安心な木造建築のために～ＪＡＳ構造材の普及に向けて～

No. 名  称
1 製材（JAS 1083）
2 枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法

構造用たて継ぎ材（JAS 0600）
3 集成材（JAS 1152）
4 直交集成板（JAS 3079）
5 単板積層材（JAS 0701）
6 構造用パネル（JAS 0360）
7 合板（JAS 0233）
8 フローリング（JAS 1073）
9 素材（JAS 1052）
10 接着重ね材（JAS 0006）
11 接着合せ材（JAS 0007）
12 接着たて継ぎ材（JAS 0015）
13 木質ペレット燃料（JAS 0030）

林
産
物
に
関
す
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
は
、
13
の
品
目
に
つ

い
て
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
築
物
に
使
わ
れ
る

木
材
の
ほ
か
、
丸
太
そ
の
も
の
や
燃
料
に
使
わ
れ

る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
も
含
ま
れ
ま
す
。

（
２
）Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
メ
リ
ッ
ト

Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
①
強

度
の
確
実
性
、
②
寸
法
の
確
実
性
、
③
向
上
し
た

耐
久
性
、
④
低
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
放
散
量　
が

あ
げ
ら
れ
、
非
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
と
明
確
に
区
別
さ
れ

ま
す
。

①
強
度
の
確
実
性

Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
で
は
、
強
度
性
能
が
材
面
に
表

示
さ
れ
、
品
質
・
性
能
が
確
か
な
建
築
部
材
と
し

て
、
建
築
基
準
法
令
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

建
築
基
準
法
令
に
求
め
ら
れ
る
品
質
を
確
実
に
満

た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
寸
法
の
確
実
性

寸
法
の
許
容
範
囲
に
つ
い
て
、
Ｊ

Ａ
Ｓ
に
お
い
て
厳
し
く
基
準
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
部
材
の
精
度
が
求
め

ら
れ
る
建
築
物
に
問
題
な
く
使
え
ま

す
。

③
向
上
し
た
耐
久
性

Ｊ
Ａ
Ｓ
に
則
っ
て
、
防
腐
、
防
蟻

な
ど
木
材
の
耐
久
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
保
存
処
理
を
施
す
こ
と
で
、

屋
内
外
の
様
々
な
用
途
で
長
期
間
の

使
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

④
低
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
放
散
量

Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
う
ち
接
着
剤
を

使
用
し
た
も
の
は
、
ホ
ル
ム
ア
ル
デ

ヒ
ド
放
散
量
を
表
示
し
て
お
り
、
適

切
な
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材

は
、
特
に
強
度
が
求
め
ら
れ
る
中
高

層
建
築
物
等
や
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

林産物JASの品目一覧（令和7年12月時点）

○JAS製材の基準強度

・非ＪＡＳ材よりも高い強度　・輸入材（ベイマツ）とも同等の強度

放
散
量
に
制
限
が
あ
る
屋
内
に
お
い
て
、
安
心
し

て
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
国
産
材
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
供
給
・
利

用
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
林
業
・
木
材

産
業
活
性
化
や
森
林
の
適
正
な
管
理
を
通
じ
た
環

境
負
荷
の
低
減
な
ど
に
寄
与
す
る
ほ
か
、
供
給
側

に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
際

に
顕
在
化
し
た
外
材
依
存
の
原
料
調
達
に
対
し

て
、
国
産
材
の
調
達
ル
ー
ト
を
確
保
し
て
お
く
こ

と
で
リ
ス
ク
の
分
散
と
し
て
役
立
ち
ま
す
。
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４
．�建
築
分
野
に
お
け
る
木
材

利
用
の
状
況

令
和
６
年
の
着
工
建
築
物
の
木
造
率
に
つ
い

て
、
用
途
別
・
階
層
別
に
み
る
と
、
低
層
住
宅
の

木
造
率
は
約
８
割
で
す
が
、
中
高
層
建
築
物
の
ほ

と
ん
ど
が
非
木
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
に
関
す
る
制
度

は
、
木
材
利
用
に
関
す
る
技
術
の
進
展
な
ど
に
応

じ
て
見
直
し
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
規
制
の
合

理
化
等
が
進
み
、
木
造
建
築
が
可
能
な
範
囲
が
広

が
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
木
材
を
構
造
部
材
等
に
使
用
し

た
10
階
建
て
を
超
え
る
先
導
的
な
高
層
建
築
や
構

造
部
材
の
木
材
を
現
し
で
用
い
た
大
規
模
な
中
層

建
築
物
の
例
も
出
て
き
て
お
り
、
着
工
し
た
中
高

層
木
造
建
築
物
の
床
面
積
は
、
概
ね
増
加
傾
向
で

推
移
し
て
い
ま
す
。

新
設
住
宅
着
工
戸
数
が
人
口
減
少
に
よ
り
長
期

的
に
減
少
し
て
い
く
可
能
性
を
踏
ま
え
る
と
、
新

た
な
木
材
需
要
先
と
し
て
中
高
層
建
築
物
等
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
木
造
化
・
木
質
化
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

５
．�J
A
Ｓ
構
造
材
の
現
状
と

課
題

（
１
）建
築
基
準
法
の
改
正（
４
号
特
例
の
縮
小
）

国
産
材
の
新
た
な
需
要
先
と
し
て
期
待
さ
れ
る

中
高
層
建
築
物
等
は
、
設
計
時
に
構
造
計
算
が
必

要
で
あ
り
、
ま
た
、
小
規
模
な
木
造
建
築
物
に
つ

い
て
も
、
令
和
７
年
４
月
の
改
正
建
築
基
準
法
の

施
行
に
伴
い
、
構
造
関
係
の
審
査
が
必
須
と
な
る

範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

構
造
計
算
を
必
要
と
す
る
建
築
物
を
建
設
す
る

際
に
は
、
強
度
等
の
品
質
・
性
能
の
確
か
な
部
材

で
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
ニ
ー
ズ
が
ま
す
ま
す
高

ま
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
２
）国
内
で
流
通
す
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
現
状

国
内
で
流
通
す
る
構
造
材
の
供
給
量
に
占
め
る

Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
割
合（
格
付
率
）は
、
製
造
時
に
接

着
剤
を
使
用
す
る
集
成
材
、
合
板
及
び
Ｃ
Ｌ
Ｔ

は
、
接
着
剤
等
に
由
来
す
る
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

放
散
量
の
証
明
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
格
付

率
は
77
～
92
％
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
令
和
5

年
度
実
績
）。

他
方
、
製
材
の
格
付
率
は
12
％
で
あ
り
、
製
材

に
占
め
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
割
合
は
低
位
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
ニ
ー
ズ
の

増
加
や
中
高
層
建
築
物
等
の
木
造
化
・
木
質
化
に

対
応
す
る
た
め
、
特
に
製
材
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
供

給
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
中
高
層
建
築
物
等
で

の
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
を
活
用
す
る
建
設
事
業
者
の
す

そ
野
を
広
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

６
．�Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
供
給
及
び

普
及
の
拡
大
に
向
け
た
取
組

（
１
）Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
工
場
を
増
や
し
ま
す

Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
の
供
給
拡
大
を
図
る
た
め
、
林
野

庁
で
は
、
製
材
等
の
工
場
に
対
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証

取
得
に
向
け
た
働
き
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｊ

Ａ
Ｓ
製
材
の
製
造
に
必
要
な
乾
燥
機
な
ど
の
施
設

整
備
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
品
質
管
理
に
必
要
な
含
水
率
計

や
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
等
の
測
定
機
器
類
の

導
入
や
人
材
育
成
等
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

着工した中高層木造建築物の床面積の推移

資料：国土交通省「建築着工統計」を基に林野庁作成。　注：新築のみ（増築及び改築を含まない）。
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６
．お
わ
り
に

安
全
・
安
心
な
木
造
建
築
物
に
欠
か
せ
な
い
Ｊ

Ａ
Ｓ
構
造
材
は
、
皆
様
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
活

用
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

林
野
庁
で
は
、
今
後
の
中
高
層
等
建
築
物
へ
の

木
材
の
本
格
活
用
に
向
け
、
よ
り
一
層
の
Ｊ
Ａ
Ｓ

構
造
材
の
供
給
及
び
普
及
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。　
各
関
係
業
界
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
認
証
工

場（
機
械
等
級
区
分
）の
数
は
、
令
和

元
年
度
末
の
85
工
場
か
ら
令
和
６
年

度
末
に
は
1
0
9
工
場
へ
増
加
し

ま
し
た
。

（
２
）�Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
を
活
用
す
る
建

設
事
業
者
を
増
や
し
ま
す

林
野
庁
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の

積
極
的
な
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、

平
成
30
年
度
か
ら
、「
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造

材
実
証
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
本
事
業
で
は
、「
Ｊ
Ａ
Ｓ

構
造
材
活
用
宣
言
」
と
し
て
、
設
計

事
務
所
及
び
工
務
店
が
具
体
的
な
目

標
を
設
定
の
う
え
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の

（
３
）�Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
供
給
側
と
利
用
側
を
つ
な

ぎ
ま
す

Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

に
向
け
、
林
野
庁
で
は
、「
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
事
業
」
と
し
て
、
地
域
単
位
で

の
川
上
か
ら
川
下
に
至
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
の
需
給

マ
ッ
チ
ン
グ
に
資
す
る
モ
デ
ル
的
な
取
組
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
に
は
、
需
要
者
側

（
工
務
店
等
）の
課
題
で
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
供
給
情

報
の
効
率
的
入
手
や
、
供
給
者
側（
製
材
工
場
等
）

の
課
題
で
あ
る
地
域
材
を
活
用
し
た
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材

の
安
定
供
給
に
関
す
る
取
組
な
ど
、
６
箇
所
を
支

援
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
発
注
・
設
計
者

安全・安心な木造建築のために～ＪＡＳ構造材の普及に向けて～

利
用
率
向
上
を
宣
言
す
る
取
組
を
実
施
し
て
お

り
、
宣
言
事
業
者
数
は
累
計
で
2
︐1
6
0
者
に

上
り
ま
す（
令
和
６
年
度
末
時
点
）。　

こ
の
他
に
も
本
事
業
で
は
、
宣
言
事
業
者
の

う
ち
建
設
事
業
者
を
対
象
に
、
非
住
宅
を
中
心

と
す
る
建
築
物
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
利

用
実
証
を
支
援
し
て
お
り
、
実
証
物
件
数
は
累

計
で
1
︐1
2
3
件
に
上
り
ま
す
（
令
和
６
年
度

末
時
点
）。

ま
た
、
事
業
実
施
者
に
よ
る
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材

を
活
用
し
て
建
設
し
た
建
築
物
の
完
成
見
学
会
や

木
造
建
築
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
普
及
に
か
か
る
取
組
な

ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
補
正
予
算
で
は
、「
中
高
層
等
Ｊ

Ａ
Ｓ
構
造
材
実
証
支
援
事
業
」
に
よ
り
、
建
設
事

業
者
が
実
際
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
を
使
っ
て
中
高
層

建
築
物
等
を
建
築
す
る
実
証
の
取
組
を
支
援
す
る

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
や
小
規
模
工
場
と
の
連
携

に
よ
る
新
た
な
生
産
販
売
体
制
の
構
築
な
ど
が
進

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
事
業
者
の
Ｊ

Ａ
Ｓ
構
造
材
の
「
買
い
た
い
」「
売
り
た
い
」
と

い
っ
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、（
一
社
）
全

国
木
材
組
合
連
合
会
は
、
木
材
関
係
情
報
共
有

サ
イ
ト「
も
り
ん
く（https://

m
olink.jp/

）」
を
運
営
し
て

い
ま
す
。
同
サ
イ
ト
で
は
、
Ｊ

Ａ
Ｓ
認
証
工
場
の
検
索
が
可
能

と
な
っ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証

工
場
が
製
造
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｓ

構
造
材
の
種
類
、
樹
種
、
強
度

や
寸
法
な
ど
を
公
表
し
て
い
ま

す
。

㈱マルオカ「あさまプレカット工場」
JAS構造材実証支援事業の取組事例（令和６年度実施）

上記事例の事業実
施者は、建物の木造
化・木質化を促進す
るためのセミナー等
にも取り組んでいる。

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。　

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材

の
活
用
方
法
や
木
造
建
築
の
施
工
に
関
す
る
ノ
ウ

ハ
ウ
の
蓄
積
が
進
ん
で
お
り
、
建
設
事
業
者
か
ら

は
、
建
築
物
の
品
質
や
施
工
性
の
向
上
、
施
主
の

信
頼
獲
得
と
い
っ
た
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
を
利
用
す
る

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま

す
。




